
別紙１  

 

《Ｊ－ＰＯＷＥＲ環境基本方針》 

  
 
 会社は、事業活動に伴う環境への影響を最小限にとどめるため、確固とした環境管

理システムを構築し、社会との良好なコミュニケーションを図りながら、地球と地域

の環境保全活動を積極的に展開することにより、世界と日本の持続可能な発展に貢献

する。 

 
 ・地球・地域環境の保全  
 ○エネルギー利用効率の向上と原子力、再生可能・未利用エネルギー、新技術の開

発 を推進することにより地域環境の保全を図るとともに、これら環境保全に関す
る先進技術の海外移転を通じて地球環境の保全に努める。 
 ○あらゆる事業活動において、廃棄物発生の抑制、資源の再生・再利用に努め、循

環型社会の構築に貢献する。 
 ○電力設備の建設と運用にあたって、環境保全のための諸対策を継続することによ

り環境負荷を抑制し、地域環境との調和を図る。 

 
 ・環境管理の充実 
 ○体系的、効率的な環境管理システムを構築・運用して環境保全に取り組む。 
 ○事業活動に伴う環境負荷の把握を行ない、環境保全のため設定した目標の達成に

努める。 

 
 ・社会とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
 ○事業活動に対する社会からの理解を得るため、環境保全への取組状況を公表する。 
 ○地域社会の一員としての環境保全活動を通じて、社会とのコミュニケーションに

努める。 
 

 


